
平成29年度第２回門真市廃棄物処理業務委託事業者選定委員会 議事録 

会議の名称 平成29年度第２回門真市廃棄物処理業務委託事業者選定委員会 

開 催 日 時 平成29年８月30日(水) 午前10時から午後３時30分まで 

開 催 場 所 門真市立リサイクルプラザ５階 会議室(門真市深田町19番５号) 
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 委員長  浦邊 真郎 

 副委員長 宮田 秀明 
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 委員   河合 敏和 

 委員   大兼 伸央 

 委員   重光 千代美 

 (欠席)委員 安田 浩章 

【事務局】 

 環境政策課長 橋川 

 環境政策課長補佐 上田 

 環境政策課主査 樋口 

 環境政策課 濱口 

議 題 

( 内 容 ) 

①一般ごみ等収集業務委託(10)(11)(12)総合評価一般競争入札の

書類審査及びプレゼンテーションについて 

②その他 

傍 聴 定 員 ―(非公開のため) 

担 当 部 署 

(事 務 局 ) 

(担当課名) 市民生活部 環境政策課 

(電 話) 06－6909－4129(直通) 
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 定刻となりましたので、只今より平成29年度第２回門真市廃棄物

処理業務委託事業者選定委員会を始めさせていただきます。 

 本日の進行を務めさせていただきます、環境政策課の上田でござ

います。宜しくお願いいたします。 

 はじめに、お手元の資料の確認をさせていただきます。 

 右肩に資料１～資料６までの資料とプレゼンテーション評価シー

トをご用意しましたが、全てお揃いでしょうか。 

 不備がございましたら事務局までお知らせください。 

 それでは、本日の出席者につきまして、事務局からご報告いたし

ます。安田 浩章(やすだ ひろあき)様におきましては、本日、ご

欠席のご連絡をいただいておりますが、７名中６名のご出席がござ

いますので、門真市附属機関に関する条例施行規則第５条第２項の

規定より本委員会が成立しておりますことをご報告いたします。 

 それでは、以後の議事進行を浦邊(うらべ)委員長にお願いいたし

ます。 

 

 皆さま、本日はお集まりいただきありがとうございます。 

 本日は、午前中に提出された書類の審査、それから昼食の後、プ

レゼンテーション評価、最後に入札金額を評価しまして、(10)→

(11)→(12)と順に優先交渉権者を決定してまいります。 

 長丁場となりますが、慎重にご審議をしていただき、適正な事業

者選定の場となるよう、ご協力の程よろしくお願いします。 

 早速ですが、事務局よりこれまでの経過を説明してください。 

 

 それでは、説明に入らせていただきます。 

 平成29年７月３日から同月14日までの期間で、入札参加資格申請

を受付けたところ、(10)及び(11)につきましては３者、(12)につき

ましては４者より申請があり、入札参加資格確認結果通知書を７月

26日に交付しました。 
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 その後、全者から８月１日に入札書及び関係書類が提出され、全

ての入札が有効でありました。 

 入札価格点につきましては、公平性を確保するため、全者のプレ

ゼンテーション終了後に報告させていただきます。 

 以上が、現在までの経過です。 

 

 ありがとうございます。今の説明で、質問やご意見はあります

か。それでは｢書類審査｣を始めます。事務局より説明してくださ

い。 

 

 それでは｢資料４｣をご覧ください。 

 ｢資料４｣が入札参加者から提出された資料になります。評価の対

象となる事項につきましては、その根拠となる資料を添付していた

だいており、確認を取っております。 

 事務局が確認した事項を、Ａ者から順に申し上げてまいりますの

で、委員の皆さまは｢資料５｣をご確認ください。 

 Ａ者につきまして、 

･資本金は｢３千万円｣ですので 

 評価は、Ｂランクの３点です。 

･事業経歴は｢58年｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

･従業員数は｢458人｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

･障がい者雇用の有無は｢あり｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

･環境マネジメントシステムの認証状況は｢ISO14001｣取得ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

･廃棄物収集運搬に関する実務経験は｢４年以上｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

 Ｂ者につきまして、 
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･資本金は｢１千万円｣ですので 

 評価は、Ｃランクの２点です。 

･事業経歴は｢38年｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

･従業員数は｢５人｣ですので 

 評価は、Ｄランクの０点です。 

･障がい者雇用の有無は｢なし｣ですので 

 評価は、Ｄランクの０点です。 

･環境マネジメントシステムの認証状況は｢取得なし｣ですので 

 評価は、Ｄランクの０点です。 

･廃棄物収集運搬に関する実務経験は｢４年以上｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

 Ｃ者につきまして、 

･資本金は｢１千万円｣ですので 

 評価は、Ｃランクの２点です。 

･事業経歴は｢24年｣ですので 

 評価は、Ｂランクの３点です。 

･従業員数は｢18人｣ですので 

 評価は、Ｃランクの２点です。 

･障がい者雇用の有無は｢あり｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

･環境マネジメントシステムの認証状況は｢エコアクション21｣取得 

 ですので、評価は、Ａランクの５点です。 

･廃棄物収集運搬に関する実務経験は｢４年以上｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

 Ｄ者につきまして 

･資本金は｢１千万円｣ですので 

 評価は、Ｃランクの２点です。 

･事業経歴は｢31年｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 
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･従業員数は｢10人｣ですので 

 評価は、Ｃランクの２点です。 

･障がい者雇用の有無は｢あり｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

･環境マネジメントシステムの認証状況は｢エコアクション21｣取得 

 ですので、評価は、Ａランクの５点です。 

･廃棄物収集運搬に関する実務経験は｢４年以上｣ですので 

 評価は、Ａランクの５点です。 

 以上のことから、Ａ者28点、Ｂ者12点、Ｃ者22点、Ｄ者24点の配

点となっております。 

 以上が書類審査の説明です。 

 

 ありがとうございます。今の｢書類審査｣の説明で、質問やご意見

はありますか。それでは｢書類審査｣の結果について、異議なしとし

て、決定いたします。 

 次に午後からの｢プレゼンテーション｣について、事務局より説明

してください。 

 

 はい。それでは｢資料３｣、｢資料６｣と｢プレゼンテーション評価

シート｣をご覧ください。 

 プレゼンテーションの時間は各者30分間を予定しております。Ａ

者からＤ者まで順に、それぞれ間に10分間の小休憩を挟みながら進

行させていただきます。 

 プレゼンテーション評価シートには、正と副がございますが、同

じ内容を記載していただきますようにお願いします。小休憩の間に

正を回収させていただき、集計いたします。 

 まず｢資料６｣に記載の質問項目について質問をしていただき、そ

の後、自由にご質問していただいて構いません。 

 評価提出後の修正はできません。 

 Ｄ者まで終わりましたら、30分間の休憩時間を設け、その間に事
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午後の部 

委員長 

 

 

樋口(事務局) 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

Ａ者 

 

 

 

 

 

 それでは｢プレゼンテーション｣を始めます。 

Ａ者を入室させてください。 

 

【Ａ者を案内、入室】 

 

 どうぞ、おかけください。それでは、はじめに注意事項を申し上

げます。プレゼンテーション時間は30分です。 

 すべての委員からの質問に対し答えられるように、簡潔にご回答

ください。 

 残り５分になりましたら、事務局からお知らせします。 

それでは、宜しくお願いします。 

 

 現場代理人を務めている者でございます。どうぞ宜しくお願い致

します。 

 最初にですが、平成20年10月１日から１番、それから平成25年４

月１日から５番の委託業務をやらしていただいております。本当に

ありがとうございます。今回新たに、10番、11番、12番を申請させ

ていただきましたので宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

務局でプレゼンテーション評価の集計を行います。 

 集計終了後に、その結果報告と入札価格点の発表をさせていただ

いた後、委員の皆さまにご審議いただき、各優先交渉権者の決定

と、署名押印などの手続きを経て、閉会となります。 

 以上が、プレゼンテーションの説明です。 

 

 ありがとうございます。今の説明で、質問やご意見はあります

か。それでは、午前の部を終了します。午後からも宜しくお願いし

ます。 
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上田(事務局) 

 

 弊社は、平成22年にISO9001番を取得し、全社的に業務の標準

化、情報の共有化を重要な課題と考え取り組んでまいりました。苦

情の報告、ヒヤリハット、苦情に伴う苦情処理簿の作成、それに伴

う業務マニュアルの改善変更、そして、その対策。これは、PDCAサ

イクルに基づいて行っております。その結果を、現場全従業員、そ

して会社の会議におきまして、全社員に共有化を図っております。 

 それ以外に、第１水曜日に現場従業員の研修を行っております。 

そして、第５水曜日、今日も今、現在やっているのですけど、 

 一応、うちの会社の方で、こういう風な(資料あり)研修お知らせ

という事で、研修の項目が書いてございます。 

 ｢ドライブレコーダーの検証｣からはじまって、｢交通事故の悲劇

は続く｣これは、交通安全協会さんの方から借りさしていただい

て、交通事故、安全に関する事に関して、特に第５水曜日、社員に

対して教育を行っております。そして、その昼から、１番大事な自

社内のヒヤリハットの検証･討論会、１番大事なところですので、

これに重点をおいてやらしていただいております。 

 それから最後に、門真市の犯罪発生情報｢不審者対策討論会｣とい

うことで、今までの交通事故･道路交通法に係る事は、うちの警察

OBの人間がやっております。 

 そして、後半が｢ヒヤリハットの検証｣それから、犯罪発生とか不

審者対策というのは、私自身が大阪府警察のボランティアとして、

少年補導員を拝命しておりますので、その情報に基づいてやらして

いただいております。そして、ちょっと脱線するのですが、今年の

６月20日に、私自身が大阪府警察の本部長表彰を本庁の方でいただ

いてきました。 

 こういうかたちで、第５水曜日は研修をしておりますという事を

ご説明させていただきます。 

 

 今回は、委員からの質疑にお答えいただきます。 

よろしくお願いします。 
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橋川(事務局) 

 

 

委員長 

 

 

 

Ａ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員① 

 

 

 

Ａ者 

 

 

 

 

 

 

 順番に質問させていただきます。その都度発表していだだきま

す。 

 

 委託業務を履行するに当たり、手順やノウハウ社員同士で共有化

するために、工夫されてきたこと、又はこれから取り組もうとして

いることがあれば、具体的に挙げてください。 

 

 今現在、すみませんフライングで説明してしまいましたけども、

ISOに基づいた、苦情処理簿･ヒヤリハット、それからPDCAサイクル

に基づいたプラン･ドウ･チェック･アクション最終的に改善策まで

具体的に決めて、それを常時検証しております。 

 それが、この検証討論会というところで、現場の人間に周知して

おります。 

 また、危険な事がありました。収集中に自転車にぶつかりそうに

なりました。そういう時には、その都度、報告書があがってきます

ので、どこが危なかったのか、１度ガレージに帰ってから、僕自身

がみんなと討論をして、再発防止という事で、討論をさせて改善を

その場でさせていただいております。 

 

 これまで同業務を履行してきた中で、業務改善について、工夫さ

れてきたこと、あるいは、これから取り組もうとしていることがあ

れば、具体的に説明してください。 

 

 新車で平成20年10月１日から車を入れた時に、バックアイモニタ

ーカメラ、これは常時稼働しております。バックにギアを入れずと

も、ずっとこの映像が録画されているという状態になっておりま

す。映写されているという状態で、運転手が作業中の後方の危険、

これは、20年10月の１日より行っております。 

 それから、ドライブレコーダー。これを取り付けておりますが、

一応64㎇差し込んでおります。１週間に１回そのデータを抜き取っ
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て、終わってから会社のパソコンに全部おとしております。それを

ずっとですので、もう８年ちょっと分たまっております。 

 それから、このドライブレコーダーは、｢走行速度｣これが一応記

録としてでてきますので、運転手の安全な運転、１番は速度超過と

思っておりますので、その辺の検証をこのドライブレコーダーから

パソコンに落として、それを僕自身が週に３回ぐらい営業所の方に

行きますので、その都度、抜き打ちで検証しております。 

 それから、AED。これは20年10月１日から取り組んでまいりまし

た。不測の事態に備えるという事で、AEDを搭載して走っておりま

す。使用したことは今現在ございませんが。ただ、これを載せるに

あたって、全社員に｢普通救命講習２｣を受けさせております。それ

で、AEDの取扱い、緊急時の対応というのを学ばせています。 

 また、これからは、普通救命を受講していますが｢応急手当普及

員｣というAEDを使って心肺蘇生等に係る研修ができるレベルまで、

運転手、そして作業員にレベルをあげていくという事を考えており

ます。以上でございます。 

 それから、すみません。25年の４月１日より新車を入れ替えた時

に、助手席スライドドアを取り入れさせていただきました。最初

は、開く戸だったんですけども、１番最初に開く戸でやった時に、

狭いし、壁に当たる、歩行者にぶつかりそうになったという事で、

一応うちが入れた時は、豊中市さんについで２番目という事で、こ

の助手席スライドドアを収集車両に取り付けました。 

 それから、ガス検知器。これはまた後で車両火災のところで重点

をおいてご説明させていだだきますが、一応こういう風なしくみの

ガス検知器を取り入れております。(資料あり) 

 ただ、今現在、普通ごみと、古紙古布の回収でやっていますが、

週に２回ぐらい作動して、収集車両が５分ぐらい動かなくなりま

す。これでブザーが鳴ると、いくらボタンを押しても後方で回転盤

が回らないように、ストップがかかりますので、それで１番大事な

火花が飛ばない、飛ばないというよりは、可燃性ガスがある時は、
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委員② 

 

委員⑤ 

 

 

 

Ａ者 

 

 

 

 

 

 

このボタンを押しても作動しないというようなシステムを取り入れ

ております。以上です。 

 

 すみません、まさにそれを聞こうと思ったのですけど、車両火災

に対する安全対策や事故防止等について、これまでに取り組んでき

たこと、今後、５分動かないというようなことも含めて、これから

はどうしようと思っていらっしゃいますか？ 

 

 今現在、これを取り入れた時よりもガス検知器が進んでおりまし

て、新しいタイプはこういう風になっておりまして(資料あり)今現

在は、500ppmということで設定させていただいて、それで1000ppm

を超えると燃える可能性がかなり高いですというところまでいって

しまいますので、もっと１分間あたりの吸入量が、下層部の中のガ

ス、空気を全部吸っていますので、この吸入量をちょっと増えるよ

うなかたちの新しいタイプのものを、次の新車には入れようと思っ

ています。 

 

 ありがとうございます。 

 

 社員に対する福利厚生や休暇取得率の向上等について、これまで

に取り組んできたこと、又はこれから取り組もうとしていることが

あれば、具体的に挙げてください。 

 

 はい。福利厚生に関しては、１番は年１回の健康診断。これは産

業医を通じて行っております。これは、全社員対象でございます。

その中で、｢ストレスチェック｣これも今現在、義務づけられており

ますので、ストレスチェックも産業医を通じてやらしていただいて

おります。必要に応じたサポートも産業医を通じて行っていただい

ております。 

 また弊社は、門真市の企業人権推進連絡会に加入しておりますの
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で、門真市さんを通じて、僕自身が人権リーダーの資格を取りに大

阪市にいかさしていただきました。 

 それから、１番うちが大事にしているのが、｢ワークライフバラ

ンス｣これでございます。人が働くだけではなく、私生活も両立で

きるということを、一応うち自身すごく大事に考えておりますの

で、｢有給休暇｣これは、みなさん方に、｢３日以上とりなさいね。｣

ということは、奨励をしております。昨年度実績は、門真市の今現

在、収集車両に携わる人間が、149日有給休暇が発生しておりま

す。その中で139日間使用しております。ということで、有給の消

化率は93％となっております。ですからこれが理想で言えば100％

に近いぐらいまでいければ、うちとしても理想、働く人も理想かな

と思っておりますが、今後は７連休ぐらいの長い、里帰りすると

か、そのほか色々なことを含めて検討していこうと思っておりま

す。 

 また、育児休暇１年間、介護休業制度も設定しております。これ

は、就業規則の中で載っておりますので、これは申出があった場合

はその都度休暇をとっていただいて、その分会社の方でちゃんと賃

金だけは、支払わさしていただいております。 

 それから｢インフルエンザ｣この予防接種というのも、うちの方か

ら負担して従業員者に受けてもらっています。ただ14名、私を入れ

て15名の中で２名、卵アレルギの方がいらっしゃるので、その方は

インフルエンザの予防接種は受けません。 

 それから、マスクは全員に必要な分だけ使っていってねというこ

とで、ためおきしています。 

 それから事務所、休憩室、ちょっと仮眠できるスペース、シャワ

ー室も完備していますが、それぞれきっちり分煙のかたちをとっ

て、体調が悪くなったとか、ちょっと眠たいという方については、

そのまま仮眠できるスペースも設けております。以上でございま

す。 
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 今、安全衛生に関することということで、色々聞かせていただい

たんですけど、いくら予防しても、インフルエンザ等の感染症など

で、多くの人が欠席されるという場合もあると思うんですけど、そ

んな時の人材確保について、これまで取り組んでおられたこと、又

これから、こういうかたちを取り組んでいきたいということがあれ

ば、具体的に挙げていただけたらと思います。 

 

 (資料あり)まず、弊社従業員468名。門真市に在住されている社

員の方が144名。それから、クリーンセンター、ここを中心にして

半径５キロに居住している男性従業員これが219名いらっしゃいま

す。また、この円の中で、この点がついているのが、今までに収集

車両運転経験者が住んでいるところを印しております。これは、門

真で今現在、働いていない方でございます。ですから、不測の事態

が起きた時は、その都度、門真営業所三ツ島の方に、全員が身の安

全を図って、家族の安全を図ってから、営業所の方に来てください

という訓練を、年に２回行っております。これは、独身者がやっぱ

り率先して参加するという今現在の状況でございます。この中でま

た22名の方、有給休暇というお話もさしていただいたのですけど

も、取得率が高いので、実際のところ、私入れて15名の中でまかな

えない日がでてきます。その日に、この円の中で22名の方が、一応

勤務されている経験があるということでございます。足りない時

は、勤務の空いている方にお願いをするというかたちで、不測の事

態に備えております。 

 また、病気とかもあるのですが、災害時。災害時においては、パ

ッカー車が通行できない。２トンパッカー車が通行できなくなる恐

れがおりますので、隣接の市に、軽ダンプ(４WDの軽ダンプ)６台お

いて稼働してやっている現場がございます。この方から、２台まわ

してきて、そっちの方で軽ダンプを利用して、収集を狭いところを

中心に、クリーンセンター様と打ち合わせをしながらやっていこう

と思っております。 
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 また災害時、MCA無線を使っております。携帯電話は、使用禁止

にしています。市民様から収集中に携帯電話かけて遊んでるんとち

がうか？と指摘を受けたら大変なので、MCA無線(資料あり)ちょっ

と見ていただきたいんですけども、これが、事務所に置いている

MCA無線の親機です。これが、各収集車両に搭載しているMCA無線の

子機です。事務所の方から三ツ島基地局より、各社のということに

なったら、全社にそのままMCA無線が流れます。これは、電源さえ

差し込めれば、常時稼働しますので、災害時等におきましては、ク

リーンセンター様の方に電源を差していただいたら、一緒にクリー

ンセンター様の指示を聞いて、そのまま収集車両に、ダイレクトで

命令ができる、指示ができるという体制をとっております。うち

は、MCA無線、これを活用しております。携帯電話は、収集作業中

は使用しないということでやっております。はい。以上です。 

 

 本市では、ごみ集積場所にごみを排出することが困難な高齢者の

増加、ごみ集積場所から資源物を持ち去る行為の頻発、分別が十分

になされていないごみの排出など、解決すべき環境問題があります

が、一般廃棄物収集運搬業務受託者として、本市とともに、これら

の課題の解決に向けて、どのように取り組んでいくべきとお考え

か、具体的な例を挙げてご説明をお願いします。 

 

 はい。今現在、３コース収集車両が回っております。その中で、

集積場所まで、ごみを出せないという高齢者の方が、今現在５名い

らっしゃいます。その５名の方に関しては、うちの作業員がその場

所まで取りに行って、それから収集をしているというケースが、今

現在５件ございます。その中で、クリーンセンター様からの依頼が

２件ほどあったと、僕自身、記憶しております。ですから、またこ

の先もクリーンセンター様方から指示をいただければ、まだうちの

方は、もう長年やって色々キャリアも積んで、スキルアップもして

いますので、もし件数が増えたとしても大丈夫ですので、もし、こ
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この家が困っているからという風なことをお伝えいただければ、弊

社の方の作業員が、その場所まで収集させていただきます。 

 それから27年10月１日より門真市廃棄物の減量推進及び適正処理

等に関する条例の中で、資源物持去り行為禁止に係る実施要項が発

表されました。これに基づきまして、弊社も以前より、水曜日に古

紙･古布、資源の方行っていますので、そのごみを持って帰るのを

やめてくださいね。とお願いしていたのですけど、一向に言う事を

聞いてくれなかったのですけども、この27年10月１日より、条例が

施行されましたことによって、一応注意をしたら、その新聞なりを

元にもどしてもらうというようなことは、していただけるように、

段々なってまいりました。 

 また、別契約になるのですけども、持去りの巡回パトロールを弊

社の方が行っております。その指示書に基づいた指導の方法という

ことで、最初はお願いして、｢それは、門真市の資源ですので、財

産ですので、持って行かないでくださいね。次見かけた時は、通報

しますよ。｣と注意を促して、うちの３台走っている全従業員が、

注意を促すということで資源の持去りに対してあたっております。 

 それから、持っていけませんシールがあるのですけど、今現在、

収集日がいつなのか分からない、いつ出せばいいのか分からない、

聞かれることが多くございますので、(資料あり)これ、門真市様か

らいただいているものなのですけども、これを車の中に収集車両に

積んでいます。分からなかったら、この紙を再度お渡しさしていた

だいて、布団やったら、こういう風に出してくださいね。これは収

集できないですよ。他は水曜日ですよ。というような、ご説明をう

ちの方で簡潔にさしていただいております。また、分からないこと

がありましたら、クリーンセンター様の方にご連絡ください。とい

うかたちで、市民の皆様には理解をしていただいております。 

 また、｢環境と調和し、産業が栄える活力のあるまち｣ということ

で、弊社も3R環境問題にいろんな方に真剣に考えいただきたいとい

うことがありますので、この収集車両に、25年から絵を貼って、子
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どもさんに描いていただいた絵を貼って走っております。ですか

ら、子ども政策課さんを通じて、子どもさん達みんなに絵を描いて

いただいて、それを３日に１回差し替えながら、今現在ずっと走っ

ております。最初の頃は、ガレージ、うちの営業所の方に、描かれ

た方が親御さんと一緒に、写真をしょっちゅう撮りに来はりまし

た。それぐらいやっぱり市民の皆さんに、協力、もう１歩踏み込ん

でいただければ、そういう風な3Rの取組っていうのが、ごみを減ら

す為の環境行動が直結していくのではないかなと弊社の方も考えて

おりますので、また、もしも、次の受託が決まりましたら、次は広

報かどまに。これはまた、市の方と打ち合わせさしていただくので

すけども、｢ごみの減量資源化｣というかたちでテーマをのっけて、

絵を描いていただけるかどうかを、お伺いしようと思っています。

それが無理なようでしたら、また同じように子ども政策課さんの方

にお願いをして、放課後児童クラブの中で絵を描いていただくとか

いうことをして、もっとモチベーションを高めていきたいなと思っ

ております。 

 それから、ちょっと１点だけ大事な事がぬけていたので、ご説明

させていただいてよろしいでしょうか。弊社は、今現在、車の事故

に関しては車の保険でまかないます。ただ、収集車両中に運悪く何

か物が飛んで目に当たったとか、収集作業員が自転車と出合い頭に

ぶつかって怪我をさしてしまったという風な場合に備えて、この事

業総合賠償保険というのにずっと加入しております。これは、１事

故１名１億円で、１事故５億円という補償内容になっております。

火災も含めて出るという風になっていますので、車両の火災等、ガ

ス検知器で万全を期しているのですけど、万が一そうなった時は、

この事業総合賠償保険を使用しようという風に思っております。今

現在、使ったことは、この収集作業に関してはございません。 

 それから、｢安全･安心で快適に暮らせる明るいまちづくり｣とい

うことで、弊社は警備業も行っておりますので、巡回パトロール

車、これが常時門真市に１台います。これが、今現在は、だいたい
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３時くらいから、次の日の朝の９時ぐらいまでグルグル巡回をして

いるのですけども、これを常時走らせようと思っております。 

またこれには、こども110番、これは昔から貼り付けて走っており

ます。警備服を着ながら走ると、けっこう抑止力になる部分もござ

いますので、そのへんでも安心･安全ということで一生懸命、弊社

も力を尽くしていこうと思っております。以上でございます。 

 

 ありがとうございました。 

 今までの、プレゼンテーションのほかに、何かご質問等追加があ

れば。 

 

 先ほどの、ガス検知器のことなのですけども、だいたい対象にな

る物質というのは、どんなものが対象になっているのですか？ 

 

 今現在、出ているのは可燃性ガスということで出ているのです

が、実際に僕自身がパッカー車に乗っていて出くわしたのが、化粧

品関係のスプレーとか、１番多いのが殺虫剤。これが多いです。普

通ごみの中に分からないように混ぜてはるんやと思うんですが、回

転盤でこうやった時に、たまたま穴があく。それをかき込んで、い

ってしまうので中の方でガスが溜る。それで残念ながら収集車両

が、５分間動かなくなる。ただ、ガスの濃度によって、５分を超え

ても、回転盤ブザーが鳴り止まない時がございます。５分を超えて

ブザーが解消しない場合は、クリーンセンターに、ごみを搬出しに

行きなさいという風なことで、一応５分間を目途に、このガス検知

器で、ガスを抜く作業をしております。それ以上待っても抜けなか

ったら大変ですので。ただ、僕自身が経験している中では、キンチ

ョールが１番多いです。大概普通ごみで出くわすのが、７割方キン

チョール関係、それから、ごきぶり関係の殺虫剤。最後にヘアース

プレー缶。ていうかたちで、残念ながら今現在も出ております。 
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 終了５分前です。 

 

 火災が起こったことはないですか？ 

 

 ございません。このガス検知器っていうのは、けっこう本当に優

れもので、値段ははるのですが、これを付けていたら燃えるという

事は、ほとんどありえないと考えております。 

 だいぶ爆発点よりも低い濃度で設定をしておりますので、

500ppm、そこからの25％減で375ppmぐらいで、今現在のやつもブザ

ーが鳴ってしまいます。その爆発点まで、着火の爆発点にいくまで

に、だいたい700ppmくらいの差をもたしますので。ただ、ブザーが

鳴ったら、とにかく収集は中止と。ただ１点問題というか、ガスを

ずっと下層部の中のガスをずっと抜いておりますので、洗車する時

に、この外に出す空気のところの蓋を、網目のやつから、同じサイ

ズの鉄板を差し込まないと、ガス検知器が不備を起こす場合があり

ますので、その作業だけは必ず行うように指導しております。 

(資料あり)この部分ですね。これが網目になっておりますので。今

現在は網目。収集する時は、この網目。洗う時に、これを(鉄板)こ

れ、１枚ものの板になっておりますので、これをやっております。 

 

 検知をするのと同時に、そのガスを減らしていくという装置は今

のところまだない？  

 

 そのガスを検知して、中の空気をずっとここに吸い出しています

ので、中のガスの濃度が、空気を含めてですけど、それがずっと抜

けていくという状態になります。これを掻き込むと新たな空気が中

にちょっとずつ、ちょっとずつ押し込んでいってしまうので、これ

は常時、空気を吸うと。エンジンをかけたら吸うというかたちでい

っております。ですから、空の状態でも、ずっと空気を吸っておる

とお考えください。 
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樋口(事務局) 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 ほかに、何かございませんでしょうか。よろしいですか。 

そしたら、どうもありがとうございました。 

 

 すみません、ありがとうございました。失礼しました。 

 

 結果につきましては、９月上旬に書面にて、ご通知をさせていた

だきますので、よろしくお願い致します。 

 本日は、ありがとうございました。 

 

 Ａ者退出  

 

 Ｂ者を入室させてください。 

 

【Ｂ者を案内、入室】 

 

 どうぞ、おかけください。はじめに注意事項を申し上げます。 

プレゼンテーション時間につきましては、委員からの質問の時間も

含め30分となっております。 

 今回は、委員からの質問に対して、回答していただくという質疑

応答方式で行いますので、宜しくお願い致します。 

 委員からの質問に対し簡潔にご回答ください。 

 残り５分になりましたら、事務局からお知らせ致します。 

 それでは、宜しくお願い致します。 

 

 それでは、まず私の方から最初の、委託業務を履行するに当た

り、手順やノウハウを社員同士で共有化するために、工夫されてき

たこと、又はこれから取り組もうとしていることがあれば、具体的

に答えていただければと思いますが。 
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委員① 

 

 はい。私の方からお答えさしていただきます。過去の事例、現在

工夫していることについて述べさしていただきます。 

 まず、収集運搬マニュアル･安全運転と安全作業マニュアルの活

用ということで、門真市様の収集運搬マニュアルと、私どもで作成

した同マニュアルを、従業員に研修を実施することで、手順･ノウ

ハウの共有化を図りました。内容としましては、作業前の準備･打

ち合わせ･収集方法･クリーンセンター内での注意事項となっていま

す。それは月に１度開催する｢労働安全衛生委員会｣で従業員に繰り

返し教育いたしました。 

 また、改善可能であると思われる手順･ノウハウがあれば、計画

【Ｐ】提案書を提出させ、全員で協議し、実行【Ｄ】確実に実行し

点検【Ｃ】その改善がどのような成果をあげたか点検し、改善

【Ａ】まだ改善の余地がある場合は、再度実施しPDCAのサイクルの

運用を実施いたしました。手順やノウハウを社員同士で共有化する

ために、従業員詰所に掲示板を設け、改善事項を掲示することで、

いつでも確認できることで、従業員への共有化を図りました。 

 次に、朝礼の実施。本業務の始業時間は９時となっていますが、

始業前に、アルコールチェック、体調の確認等の点呼を実施した

後、従業員全員で準備運動を兼ねたラジオ体操をし、安全管理責任

者から、その日の業務内容の確認、注意事項を伝達することで社員

同士の共有化を図りました。 

 次に、地図ソフト･携帯電話等の有効活用。各収集コース及びご

みステーションの情報をデータベース化し、事務所運転手が情報を

共有化することにより、狭隘な場所、注意、徐行が必要な場所、ご

みの収集漏れ、後出し等に柔軟な対応を図っています。 

 また、携帯電話のLINE等を有効活用して迅速に対応することも実

施しております。以上でございます。 

 

 そしたら、私の方からちょっと質問をさしていただきます。 

これまで、門真市で今回と同じような業務をもう既にされていると
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思うんですけど、そういうことで行ってきた中でですね、業務改善

について工夫されてきたこと、それから又これから取り組むとして

おられることがあれば、具体的に説明していただけませんでしょう

か。 

 

 今のご質問ですけども、過去の事例、現在、工夫しているという

ことで、まず初めに｢従業員からの聞き取り調査｣ということで、先

ほど述べさせていただいた、月に１度開催する労働安全衛生委員会

で業務内容に関する改善事項を全員で協議するために、事前に聞き

取り調査を実施いたしました。 

 収集対象外のごみが搬出された時の対応ということで、門真市様

の収集運搬マニュアルを用いて、従業員の教育を実施し、このマニ

ュアルを、収集車両に常備しておき、収集対象外のごみが搬出され

た時、市民の問い合わせにこれを見ていただきながら丁寧に説明い

たしました。分別収集の協力を促し、業務改善といたしました。 

 次に、市民が収集車両に直接ごみを積み込もうとした時の対応を

従業員に説明し、議題に収集車両を用いて教育いたしました。内容

としまして、まず市民の方と収集車両の中ほどに入りまして、安全

確保を先にいたします。次に、収集車両後部に設置する緊急停止盤

を押し、圧縮盤を緊急停止させることで事故防止といたします。次

に、市民の方にこの業務は危険が伴うため私がいたします。と告

げ、ごみを受け取り、積み込み｢ありがとうございます。お気持ち

だけいただきます。｣と丁寧に挨拶し、投入時のごみの飛散、汚水

の飛び散り、巻き込み等の危険要因がありますので、とご説明いた

します。 

 今ありました、ごみの飛散防止対策についてでございます。 

 私ども独自で収集車両の圧縮盤の裏側にごみ袋の破袋装置、袋を

破る装置ですね。針状の突起物を取り付け、汚水及びごみ等の飛散

防止としております。以上でございます。 
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 ありがとうございました。次にですね、車両火災等に対する安全

対策や事故防止等について、これまでに取り組んできたこと、ある

いは、これからどういうふうに取り組もうとしていらっしゃるか具

体的にお答えいただけますか。 

 

 今のご質問でございます。過去の事例、現在、工夫しているとい

うことで、車両火災等に対する安全対策に取り組んできたことでご

ざいます。 

 ごみ収集時、ごみ袋内にライター等の原因となるものが混入され

ているかも？という危機意識をもち、ごみ袋を地面にコツコツとあ

てることで危険予知を図り、袋内を点検することで火災を未然に防

ぐことができました。コツコツあてて、その場合は、小袋内を点検

するというようなことまでしております。 

 また、想定される火災発生時においては、月に１度私どもの開催

する、労働安全委員会で周知、徹底いたしました。内容として、消

防署に消防車の出動を要請し、一般市民の安全確保のため、ほかの

車両や家屋に類焼の恐れのない広い道路や空き地などで安全な場所

に移動し、装備する２本の消火器で、初期消火に努め消防署の指示

を仰ぎます。 

 なお、消火器の使用については、(資料あり)ここに、ありますよ

うに、消防訓練時に実際に火をおこし、消火器において消火する訓

練を実施いたしております 

 次に、将来に実現させていきたいことでございます。車両火災等

に関する安全対策。これから取り組もうとしていることでございま

す。炭酸ガス延焼抑制システムを搭載した収集車両とすることで、

消防車が到着するまでの間、積載されたごみを排出することなく、

延焼を抑制する装置を装備いたします。内容といたしまして、火災

発生時に、車両に搭載されているボンベに充填された炭酸ガスを、

ボディー後方、天井に設置したノズルより炭酸ガスを10分間連続噴

射し、ボディー内部を酸欠状態にすることで、燃焼そのものを抑え
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込む効果的な延焼制御装置でございます。消防車が到着するまでの

延焼を10分ですけども、抑制する装置でございます。以上でござい

ます。 

 

 ありがとうございます。 

すみません、もう１点だけ。今まで、火災はありましたか。 

 

 門真市様の受託ではありません。他でも業務はやっているのです

けど、そこはありました。実際その時には、消防署に駆け込めとい

う風に私ども指示をしていますので、消防署に駆け込んで。その時

に分かったのはですね、煙がちょっとあがっている、臭いがくさい

とかで消防署に駆け込んで、消防署さんの前の駐車場っていうとご

迷惑だったんですけど、そこで開けて、消防署さんの方で消火して

いただいたという実例はあります。 

 

 ありがとうございます。 

 

 社員に対する福利厚生や休暇取得率の向上等について、これまで

に取り組んできたこと、又はこれから取り組もうとしていることが

あれば、具体的に挙げてください。 

 

 まずはじめに、｢福利厚生について｣ということで、過去の事例、

現在、工夫しているということで、ご説明さしていただきます。 

 まず、｢インフルエンザの予防接種の実施｣ということで、従業員

の健康管理の一環として、従業員全員にインフルエンザの予防接種

を事業主負担ということで、受けさしております。 

 次に、社会保険･健康保険･厚生年金･雇用保険･労災保険の事業主

負担･社会保険等は当然、私ども加入さしていただいております。 

 次に、｢健康診断の実施｣健康福祉として採用時、雇用時ですね。

それと年１回の健康診断を実施いたしております。 
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 法定労働時間の厳守ということで、労働基準法に基づき、週40時

間制度を厳守し、本業務のみの従事とし、週休２日制を実施いたし

ております。 

 次に｢雇用の継続｣ということで、本業務に従事する従業員は基本

的に全員正社員として雇用し、雇用の継続を図ります。 

 また、生活資金の保障として、労働基準法及び関連法令を重視

し、適正な賃金の給与を支給しております。(資料あり)ここにあり

ます、最低賃金を下回るような、体系はとっておりません。現在

883円、時間あたりですね。の最賃がございますけども、平成29年

10月から26円引き上げて909円(時間)というふうになっております

けども、それも上回る賃金体系となっております。 

 細かいことですけども、クリスマスケーキの購入をしておりま

す。従業員全員に選択できるクリスマスケーキを事業主負担で購

入、手渡しもしております。 

 次に、今の季節、熱中症対策ということで塩飴を支給。昼食時の

梅干しの塩分補給を促し、詰所の冷蔵庫に、冷たいお茶、冷たい麦

茶を毎日補充しております。 

 また、事務所内に冷凍庫を設置しております。冷凍庫を設置し、

保冷剤を凍結したものを、持ち運び用のクーラーボックスに入れ、

車の助手席に搭載し従業員に水分補給を促しております。 

 また、炎天下の収集業務中の紫外線対策、熱射病対策として、首

筋を冷やす、冷たいタオルを、従業員全員に私ども支給しておりま

す。これは、水に浸し、保水部分から非加熱冷却作用で、冷涼感を

得るもので、先ほど説明いたしました、事務所内の冷凍庫を利用し

て、低温状態にして利用することも可能でございます。乾燥した場

合は、再度水に浸すことで、利用可能で何回も使用できるものでご

ざいます。 

 このようなことで、従業員の健康保持･増進を実施しておりま

す。 

 次に、｢将来に実現していきたいこと｣ということで、従業員、家
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族がですね、参加できるレクリエーション等、１日バスツアーと

か、食事会に家族も参加できるような催しものを実施することで、

従業員同士のコミュニケーションの向上を図ってまいりたいと考え

ております。以上でございます。 

 あ、すみません申し訳ないです。今の部分はですね、福利厚生と

いうことで、その質問項目にございました、休暇取得率の向上とい

うのがあったと思うんですけど、休暇取得率の向上ということで、

もう１回説明さしていただきます。｢休暇取得率の向上｣ということ

で、過去の事例、現在、工夫していることということで、有給休暇

等の取得について、有給休暇は、｢労働基準法及び関連法令｣にのっ

とり設定し、従業員に有給休暇の日数を周知することで、残有給日

数を分かりやすくし、休暇取得率の向上につなげております。 

 また、夏季休暇につきましては、土日に連続する２日は、土日が

お休みですので、木･金とか、月･火とか２日を付与し、４日連続の

休暇となるようなことをしました。この制度は、有給休暇でござい

ませんので、私ども事業主として負担して休暇を与えております。 

 次に、｢傷病による給与金｣について、従業員が持病の腰痛で欠勤

があった折にも、完治するまでは、有給休暇とし、足りない日数部

分がございますので、足りない日数部分は、休業期間といたしまし

たが、健康保険の傷病手当金を申請し、受給することで生活の安定

を図り、この者の雇用を継続いたしました。 

 当日の欠勤･連絡についてということで、従業員が急に体調を崩

した折には、現場代理人に連絡をとり、人員を補充する体制をとる

ことで、緊急時の病欠等の休暇をスムーズに取得できるシステムを

とっております。 

 それに対する、将来に実現していきたいことですけども、有給休

暇等の取得については、従業員同士のコミュニケーションの向上を

図り、休暇取得が気軽にできるような体制とし、応援する私ども従

業員が、いつでも従事できるようにしたいという風に考えておりま

す。以上でございます。 



24 

委員④ 

 

 

 

 

Ｂ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そうしましたら、引き続きになりますけども。 

 感染症等による急な欠員対策を含めて、人材確保について、これ

までに取り組んできたこと、これから取り組んでいこうという、そ

ういうのがあれば、教えていただきたいんですけど。 

 

 過去の事例、現在、工夫していることでございます。 

 ｢感染症等による急な欠員の予防｣ということで。まず人から人へ

と伝染する、伝染性感染症のインフルエンザ予防としてワクチンを

接種するよう指示し、手洗い･うがい･適度な水分の補給の指示、加

湿器等の設置を実施しております。 

 また、飛沫感染が原因とされるものは、マスクを支給し、感染予

防といたします。インフルエンザに感染した場合は、病院の受診を

指示し、他の従業員への感染を避けるため、完治するまで、約５日

から６日と思われますけども、その間は休暇とし、出勤可能と判断

する診断書を提出させてから、業務につかせるようにいたしており

ます。 

 感染症による急な欠員対策でございます。先ほど述べましたよう

に、インフルエンザによる症状の完治までの休暇期間は、欠員が生

じますが、私どもが雇用する従業員は、200名近く在籍しておりま

すので、どのようなことになりましても、廃棄物処理法違反とな

る、下請け等の人員は使用せず、すべて私ども社員による、応援体

制を確実に実行し、本業務に支障となることはございません。 

 ｢人材確保について｣でございます。1980年代後半のバブル期、

2000年代半ばの好況期に続く｢超･売り手市場｣とされる現在の雇用

状況は、短期的な求人状況の好転だけでなく、少子化に伴う中長期

での若年層減少が現実のものとなりつつあるなかで、特に私ども、

中小企業･零細企業のような企業を中心に採用困難な波が直撃して

いるともされ、人材確保が経営課題となっております。 

 ちょうど昨日の、新聞記事なんでございますけど、近畿は1.47倍

ということで表示されます。この内容は、厚生労働省が29日に発表
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した近畿２府４県の７月の有効求人倍率は前月比0.01ポイント上昇

の1.47倍となり６ヶ月連続で改善したということであります。 

 トラック運転手の不足が問題という表現になっております。また

大阪労働局は、｢人手不足で求人倍率は改善を続けるだろう｣と見込

んでおります。なかなか雇用がしづらいという風な状況でございま

す。対策としましては、まず第１に、現在雇用している従業員の

｢確実な雇用｣ということで、現在雇用している従業員が安心して快

適な業務である環境を維持することで、他の業者･業種への流出が

ないように実施しております。また、定期昇給の着実な実施等で、

従業員のモチベージョンを保ち、確実な雇用につなげます。 

 次に｢新たな人材の確保｣ということです。新たな人材の確保につ

いては、知人･友人の紹介･取引先･銀行の紹介が多数見て取れ、私

ども、中小企業･零細企業の人材採用方法としては、取引関係のあ

る企業様、就労者からの紹介等の個別的な関係といった顔の見える

採用方法が効果的であるため、社会の関係にも良好なものとさして

いだだいております。この点について、将来に実施･実現していき

たいことということです。男女雇用均等法、ご存知でございますで

しょうけども、職場における男女の差別を禁止し、募集･採用･昇

給･昇進･教育訓練･定年･退職･解雇などの面でも、男女とも平等に

扱うことを定めた法律でございます。それにのっとり、女性の社会

進出が一般的になっておりますが、本業務に関しての女性進出は、

中々少なく見うけられません。積極的に女性を採用することで、新

たな人材確保に努めてまいりたいと考えます。以上でございます。 

 

 次にですけども、本市では、ごみ集積場所にごみを排出すること

が困難な高齢者の増加、ごみ集積場所から資源物を持ち去る行為の

頻発、分別が十分になされていないごみの排出など、解決すべき環

境問題がありますが、一般廃棄物収集運搬業務受託者として、本市

とともに、これらの課題の解決に向けて、どのように取り組んでい

くべきとお考えか、具体的な例を挙げてご説明をお願いします。 
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 この項目の中で色々ございます。まず、最初に｢高齢者の増加に

ついて｣ご説明を私ども、さしていただきたいと思います。 

 高齢者の増加に伴う事故対策ということで、収集業務中における

高齢者が被害者となる交通事故防止に努めます。具体的には、高齢

者１人での通行時には、広い道路であっても、車道へ広げてくるか

もしれない、不意に進行方向に変えてくるかもしれないと考え、従

業員が車から降りて、優しく声掛けし、誘導することで、事故を未

然に防ぎます。 

 次に、高齢者の増加に伴う｢ふれあいサポート収集｣実施の協力。

門真市様が実施する、ふれあいサポート収集に協力いたします。こ

れは、高齢者や障がいのある方が、どうしてもごみ出しすることが

困難である所帯に対し、家庭ごみを玄関先まで個別に収集にお伺い

することにより、これらの方々の日常生活上のサポートをするもの

です。この制度はですね、私ども受託させていただいている門真市

様でも実施されておりまして、ふれあいサポート収集とよばれてお

ります。これも、私ども、実際に収集されております。(資料あり)

今、地図とか写真を市さんからいただいてですね。こういう順路

で、ここに高齢者の方、玄関先ここへ行かさしてくださいというこ

とで、写真付きでいただいた物の、実例の物でございます。門真市

様と同様、高齢者のお宅様の玄関先まで出された一般廃棄物を収集

するというものでございます。高齢者がごみを出す負担を少しでも

軽減する行政サービスでございます。私どもは高齢者に優しいこの

制度に全力で協力させていただきます 

 次に、高齢者の増加に伴う｢収集対象外のごみが出された時の対

応｣。門真市様が作成されておられる｢粗大ごみの出し方と申し込み

の手引き｣のP17からP19に、一般ごみの出し方が明記されておりま

す。従業員に完全に理解するまで教育し、もし収集対象外のごみが

出された場合には、このマニュアルを収集車両に搭載したもので、

分かりやすく、親切･丁寧に説明し、協力を願うよういたします。 

 次に｢狭路への進入｣というのがあります。ごみ収集コースには、
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狭路、狭い道路ですね。狭い道がございます。作業員２名が降車。

車から降り、誘導しながら接触事故等を未然に防ぎます。また、自

転車等で狭路になる場合ありますよね。乱雑に自転車が置かれる場

合がございます。そうなった場合は、これも、作業員が降車、車か

ら降り、自転車を整備し、誘導しながら進入さしていただいており

ます。作業員２名が誘導することで、狭路における市民の方の安全

を最優先させます。 

 次に、ごみ集積場から｢資源物等を持去る行為｣についてでござい

ます。ごみ集積場から、資源物等を持去る行為については、門真市

様からのご許可をいただいてから、集積場に条例で定められている

違反行為である旨の啓発チラシを貼り出すとともに、資源物の持去

り対策として巡回パトロールに協力をいたします。また、持去る行

為を発見した場合は、すみやかに、門真市様にご報告いたします。 

 

 ５分前です。 

 

 ｢ごみの分別｣等についてでございます。先ほど話したように、門

真市様が作成しておられる、｢粗大ごみの出し方と申し込みの手引

き｣を市民の方に、理解していただくために、収集車両に搭載し、

説明することで、具体的にごみの分別等を徹底いたします。また、

このページを拡大した印刷物を収集車両側面に貼り付け啓発活動を

実施いたします。 

 今、そこにあります写真ございますけども。(資料あり)これは、

小中学生に啓発ポスターを描いていただいたものを、行政様から頂

戴したものを拡大して掲示さしていただいているものでございま

す。これを門真市様からの許可をいただいて、貼り付けて、市民の

方のご理解をいただくというようなかたちにさせていただきたいと

思います。分別することでごみが資源になること、水切りを徹底す

ることで焼却炉の効率が上がり、焼却炉の延命が保たれること等の

理解をいただけるよう啓発活動を実施いたします。 



28 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

Ｂ者 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

委員長 

 

樋口(事務局) 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 このような課題に向け、門真市様のご指導の下、同じ認識の下、 

本業務の効率的な収集業務の実施と、公共性を十分に認識し、常に 

受託業務であることを念頭におき、社員に対しては、小綺麗な服

装･丁寧な言葉づかい･失礼の態度で、市民の信頼を損なう事のない

ように奉仕することで、市民の方から、安心･安全と理解していた

だける廃棄物処理行政に、微力ではありますが、寄与してまいりた

いと存じます。以上でございます。 

 

 それでは、何か委員の方、追加の質問等ございますでしょうか？

ございませんか。そしたら、時間的にも、もうほぼないので、今日

は、ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。結果につきましては、９月上旬に書面

にて、通知をさせていただきますので、お待ちください。 

 本日は、どうもありがとうございました。 

 

 Ｂ者退出  

 

 Ｃ者を入室させてください。 

 

【Ｃ者を案内、入室】 

 

 どうぞ、おかけください。はじめに注意事項を申し上げます。 

プレゼンテーション時間は委員からの質問も含め30分です。 

 今回は、委員からの質疑に対し、回答するというかたちで、プレ

ゼンテーションを行いますのでよろしくお願いいたします。すべて

の質問が終わるよう、委員からの質問に対し簡潔にご回答をお願い

します。 
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 残り５分になりましたら、事務局からお知らせいたします。 

 それでは、宜しくお願いします。 

 

 まず、私の方から質問ですが。委託業務を履行するに当たり、手

順やノウハウを社員同士で共有化するために、工夫されてきたこ

と、又はこれから取り組もうとしていることがあれば、具体的に教

えてください。 

 

 履行するに当たりまして、まず当社の方では、過去はですね、毎

朝作業前に、作業指導者と運転手、作業員でミーティングを行って

いましたが、現在では、出社社員全員で密なミーティングを行うよ

うにしております。これによって、時間をかけ、人数を増やすこと

によってですね、社員全員の健康状態や、服装等の確認、作業員の

ちょっとした変化の発見や見落としがなくなりました。 

 また、準備体操をすることによって、事故防止にもつながり、密

なミーティングにより現場作業員だけでなく社員全員がですね、致

命点や危険性を把握することにより、緊急時における欠員に対応で

きるように常に心がけております。 

 また、毎朝のミーティングの中ですませたいこと、月１回、当社

の方で講習会を特別に開催することにより、作業員同士での意見公

開、情報の共有だけでなく、社員全員の出席により第三者の意見を

取り入れることによって、社員全員の共有化につながっています。 

 例えばなんですけども、夏の暑い時期には、作業出発する前に、

熱中症予防のために、必ず500mlの水を携帯させるということ。こ

れは、作業員以外の、当社、業種がですね、パッカー車の作業員

と、あと葬祭部門とヘルパー部門という部署に分かれておりまし

て、この社員が全員一体となって密にミーティングすることによっ

て色々な意見が出て、こういう熱中症予防の意見もでました。普段

からですね、確認の声掛けを徹底する。例えば、｢右よし、左よし｣

ということで、社員一律、同一のことを徹底していくと。作業中も
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市民との挨拶･コミュニケーションを大事にしております。やっぱ

りお年寄りの人が持って行けないごみとかいうのを、僕らが声を掛

けることによって喋りやすくなって、パッカー車に放り込むよう

に、市民のために動けるようになっています。 

 で、例えば、急なですね雷雨とかになりましたらね、当然やっぱ

り合羽というのは。やっぱり朝は晴れていても、昼から雨が降った

りというケースもありますので、常時ですね、パッカー車の中に

は、合羽を常時装備しておるということです。以上です。 

 

 そしたら、私の方から質問させていただきます。これまで同業務

を履行してきた中で、業務改善について、工夫されてきたこと、又

はこれから取り組もうとしていることがあれば、具体的に教えてく

ださい。 

 

 ｢業務改善｣につきまして、業務を履行してきた中で、もっとも大

事だと思うと感じたのは｢安全と無理のない業務｣、これを心がけて

おります。作業員だけでなく、通行人･市民の皆さまの安全を確保

して、業務を円満に行い、無理をしないように、余裕をもってやる

ことを、念頭において大切にしておることです。 

 当社、過去に、一度事故を起こしたことがあります。これの要因

はですね、作業員により２人で誘導していたところ、ちょっとポカ

ミスでね、１人でサっと、すぐやれるからということで、１人で後

退したことにより、後ろからの車両と接触したという事故が３年前

にありました。このことにより、如何なる時も、収集車がバックす

る時は、必ず作業員２名による誘導で行うようにしています。また

誘導する際は、必ず声を掛け合うように、意思疎通をできるよう

に、ドライバーと作業員との連携をとることです。この言葉につい

て、業務改善したのが、｢オーライ｣この言葉です。例えば、適当に

｢オイオイ｣とかバラバラやったんですけども、これを一律に｢オー

ライ｣という言葉に改善しました。これによって、事故･接触が全く
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なくなりました。当然あったらあかんことやと思うんですけども、

これも改善いたしました。 

 また、作業員の乗り降りする際に、作業員が扉を開ける際にです

ね、横から走ってきた車と接触しそうになったりとか、乗り降り

で、滑って転んでけがをしたりとかも想定してですね、当社の方で

改善したのは、運転手がまず｢右･左｣バックミラーのレギュラー確

認で、人が来ていないか、後車が来ていないかを確認しまして、そ

こから｢今、降りていいよ｣と声をかけてですね、また、降りる者

が、また｢右･左よし｣と確認で降りまして、その出た者がですね、

今度、扉を持って次に降りる者を待つんです。で、降りる者が収集

の場所に行って、そこからまたドアを閉めるとき、｢右･左｣確認を

して閉めると。こういう業務改善することによって、けがとか、転

倒とか、接触事故というのは、全くなく業務を改善いたしました。 

 あと、道路沿いにある、ごみ･コースなんですけども。過去は、

やっぱり早く終わらさなあかんという意識で、進行方向に向かって

両脇にごみがありましたら、作業員も走りながら、トラックもちょ

っとスピードを上げながら、というのは１回あったんですけども、

それは絶対だめ！ということで、けっして走って取ることなく、慌

てずゆっくり徐行で、歩きながら取れるように、２人で無理してい

っぱい持たず、ゆっくりとやるように、私どもは改善しています。 

 水分が多い生ごみがあるんですけども。袋の中に水分ですね。鍋

の料理の生ごみを捨てるとか、そういったごみをすてる際に、パッ

カー車の回転が回っていたら、やっぱりどうしても汁が飛んだら道

路が汚れますし、最悪は通行人に当たってしまったら、これは大変

なことなので、これで、業務を私ども改善したのは、とりあえず扉

を閉めてから、一旦その水分がある生ごみだけを集中して入れて、

扉を閉めてからPTOスイッチを押して回転さすようにしました。こ

ういうことによって、道路を汚すこともなく、通行人に当てること

もなく、業務が改善できました。 

 収集する際は、PTOスイッチを連続にせず、とりあえず１回１回
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切りながら、作業員がごみを集めて、１回押して、また集めて、１

回押してということになりました。このことにより、例えば巻き込

み事故とかこういったものを防止するために業務を改善しました。 

 また、当社、今年最大の業務改善はですね｢エコアクション｣登録

の認証をこの７月にしました。当社も積極的に環境への取組を配慮

してですね、収集車を去年からディーゼル車、アイドリングストッ

プ付のオートマチック車を購入しました。運転手がこの時代、マニ

ュアルとか乗れない人が多い中、誰でも運転できるオートマ車を使

いエコな運転をできるように、これは最大に改善したところです。 

 エコアクションを通じて、当社も環境改善を目指して、年間１％

の電力･ガソリン･軽油などの二酸化炭素の排出量の低減を私ども目

指して、国内で、全世界で平成30年まで、26％のCO2削減を日本は

やっていると思うんですけども、認証登録している業者が頑張った

としても、その排出量というのは、やっぱり減らない。26％にはい

かないということで、全社員にですね各家庭の自分ところの電気･

ガスこれらのエコな使い方をしろという指導はしております。こう

いったところで、環境を考えて、当社改善しました。 

 

 ありがとうございます。すみません。続きまして、車両火災等に

対する安全対策や事故防止等について、これまでどうしてこられた

か、そしてこれからどうしようか、ということと今までに、車両火

災のご経験があるかどうかについてお聞かせください。 

 

 はい。分かりました。当社、安全管理なんですけども、火災は今

までちょっと経験がないので、これからそれを踏まえて考えていか

なあかんと思うんですけども。あらかじめですね、作業開始時は、

準備体操を行うということと、あと履物チェック。靴も滑り止めの

ついた安全な靴を会社から作業員に支給して対応しております。 

 例えば、冬なんかは、インフルエンザの患者が嘔吐した生ごみと

か必ずあるというところで、マスクと手袋を着用しております。手
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袋に関しては、ちゃんと手に付着しない、油はつ式のゴム手袋を支

給しております。そうは言っても、インフルエンザにかかった経験

があります。そのため予防接種を行うように当社の方で行かせてお

ります。ごみの中に、それ以外の感染症を疑うものが入っている場

合とかを想定して｢破傷風｣の予防接種も安全対策でしております。 

 運転手は、毎朝｢酒気帯び｣いうたら、お酒はいってないか、お酒

飲んだ後に来ていないかどうかという。運行前にですね、アルコー

ル検知器を使用させております。私ども、一般貨物車で霊柩車も乗

っているもんですから、その機械は持たせております。 

 事故のお話なんですけども。当初、収集車が、特性や構造を理解

していなかったがためにですね、PTOスイッチ入れたら、下のシャ

フトが回転するんですけども、それがちょっと潰れまして、一時的

に中断したことがありました。原因はですね、日頃からの点検･メ

ンテナンス･PTOスイッチを切らずに走行したためと考えておりま

す。このことにより、日常点検･PTOスイッチ･警報装置･方向指示

器･テール系等･緊急スイッチ･積み込み操作用スイッチ等も、ちゃ

んと毎朝、そして終わってから一度確認にして、安全対策の方をし

ております。 

 また、バックする際はですね。運転手からよく見えるサイドミラ

ーの安全の位置で、誘導を確認して、運転手が運転している時は必

ずPTOを切って、あくまでも車を止めてからPTOを入れて作業を開始

するように努めています。 

 収集車の特性や動作確認等の月１回の講習会。過去は、ドライバ

ーだけでやっていたんですけども、現在は、ドライバー以外も従業

員全員に、装置や特性、死角等の理解を求めるように講習会も開い

ております。 

 あと、収集車にごみを投入する場合ですね、けっして１人で入れ

ることなく、必ず２名で投入すること。これは、巻き込まれる事故

とか、そういった恐れがあるので、緊急停止できるように、双方配

慮するようにしております。 
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 交通量が多い収集場所では、必ず２名又は３名で行います。３名

になると、トラックのドライバーも降りて来ることなんですけど

も、ちゃんとパーキング入れて、サイドブレーキを入れて、車輪止

めをしてから、降りるようにしております。それやったら、トラッ

クが動くということもないので。この３名必要っていうのは、やっ

ぱり交通量が激しいので、車が横切ったときにですね、やっぱり１

人見張り役を、役割分担を１人１人加えることによって、事故防止

に繋げております。 

 また容器を持つ時は、必ず確認をしてから持ってください。これ

を、確認を怠って、１回重たすぎて腰をいわしたということがあり

ましたので、これはもう必ず確認して、もし１人で持たれなけれ

ば、２人で運ぶようにしております。 

 １番怖いのがね、火災とかの話なんですけども。今現状はないん

ですけども。これはもう徹底しているんで。火災の原因となる、ス

プレー缶やカセットボンベ、これが入っている場合が、たまにあり

ますので、この生ごみに関して、ちょっと缶とか入っているから怪

しいな？というのは、ちゃんと手で確認、目で確認して、必要であ

ればそこに、ちょっと散らかすんですけど、ごみを袋から出して、

それを確認して、生ごみを入れるようにしております。僕ら、生ご

み収集車なんで、カンカンとかあんまり持っていかないんですけど

もし、そういうカセットボンベとか、スプレー缶は、一応釘で穴開

けて、ガスを抜いてから捨てるとかいう対策は考えております。 

 あと、収集車ですね。今後ですね。後方確認はもちろん作業状況

の確認のためですね、１台、バックモニターとドライブレコーダー

は付いているんですけども、これを全車、将来的には、ドライブレ

コーダー･バックカメラの設置を考えております。 

 あと、未来的に火災の方で１番怖いことが、中で燃えたりとかし

たら怖いので、今は導入していないですけども、炭素ガスによる消

火システム。この導入を検討しております。 

 あと、路上で作業を行わせている場合ですね、路上で作業を行っ
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ているんですけども、今、作業服は、水色で当社やっているんです

けども、もっと目立つような作業服というところで、｢反チョッキ｣

これを検討しております。やっぱりひかれるとか、やっぱり青やっ

たらね、今私服でも青着て、ポロシャツという人もいてますんで

ね、ちゃんと区別さすように反チョッキの方を検討しております。 

 で、あともう１点ね、１番ちょっと危ない、危ないというか、た

まにこうあるんですけども、ごみをパッカー車に入れて回転した時

にですね、その時に、プラスチックの破片が顔に飛んできたりとか

ですね、そういった恐れもあるので｢保護メガネ｣を着用させるよう

に、これも将来実行していきたいと思います。 

 なにより、作業員全員のですね、心のゆとりを持たせることが事

故防止につながると思いますので、社員一同普段から気を配り、心

配りを大切にしております。以上です。 

 

 社員に対する福利厚生や休暇取得率の向上等について、これまで

に取り組んできたこと、又はこれから取り組もうとしていることが

あれば、具体的に挙げてください。 

 

 当社の福利厚生なんですけども、社員に対する福利厚生や取得率

の向上につきましては、当社、２年以上の社員につきましては、有

給休暇を年12回とれますので、必ず月１回はですね、土･日はお休

みなんですけども、そのうちの平日、月１回どれかを休みをとるよ

うにやっております。例えば、これは、ストレスや疲労とか、仕事

に支障が出ないように取り組みをしております。 

 また年１回の、健康診断を実施しており、必要に応じて感染予防

の注射を行っています。 

 福利厚生につきましては、最低年１回の慰安旅行。これはもう今

年やっております。１泊２日なんですけど。これは、心をリフレッ

シュするために、日帰り旅行とか、こういったことを実行しており

ます。 
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 また地域を交えてですね｢餅つき｣12月の終わりには、社員全員と

地域のみなさんと餅つきをしたり、これも福利厚生でカバーしてい

ます。バーベキューをしたりですね、ときには、当社は、葬儀部門

もありますので、年１回、７月にですね、｢盆供養｣、盆踊りをです

ね、これも福利厚生で会社の方で実行しております。 

 例えば、落語会とか、地域の人に無料で来ていただくように、社

員全員含めてやっております。地域に育てていただいた会社という

恩恵を感じて、これを福利厚生でカバーしております。 

 未来はですね、慰安旅行は年２回というのも考えております。年

１回やったら、また来年かと。年２回やったら、例えば夏･秋と

か、まあそういった、また楽しみが増えて、また仕事にも打ち込め

るようになりますので、これは年２回と。 

 あと、今後ね、やっぱりパッカー車とか肉体労働している方、肉

体的にも精神的にもやっぱり大変になってきますので、これで疲れ

が生じて事故を起こされては困るというところで、今後、週１回、

マッサージやリラクゼーション、これも福利厚生でカバーしたいと

当社の方考えております。 

 雇用に関しては、女性はもちろん、障がい者、高齢者でもあって

も分け隔てなく、幅広く雇用しております。高齢者の場合は、特に

地域の掃除をやってもらっています。雇用することによって、お孫

さんに何かプレゼントをあげたりとか、そういった面でね、僕らど

んどん将来雇用していこうと思います。で、現在も雇用進行形で

す。｢人材は宝であり世の中に役に立たない人は１人もいない｣とい

う言葉を、社長と会社一同大切にしております。はい。以上です。 

 

 インフルエンザ等の感染症などで、急な欠員がでたりという想定

の中で、人材確保について、これまで取り組んできたこととか、又

これからも、取り組んでいこうと思っていることがあれば、教えて

いただきたい。 

 



37 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員⑥ 

 

 

 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 欠勤対策につきましては、当社、家庭収集業務以外にも、葬祭

業･屋外広告業･運送業･居宅訪問支援事業と、さまざま事業を展開

しておりまして、社員20名位います。万が一、欠勤が出た場合で

も、ここの業務に携わっている人間でカバーできるように対策はと

っております。その対策というのは、先ほどノウハウで説明したと

おり、月１回講習会を開いて、コースなんかも熟知さして、パッカ

ー車も誰でも乗れるようしております。 

 先ほど話しましたが、２年以上の社員は有給が12回とれますの

で、ローテーションで対応できるようにもしております。 

 今後、パッカー車に乗る方、乗りたくないという人もいています

ので、全部が全部忙しなったらどうなるねんということも踏まえ

て、将来的には、パッカーの業務を常時動けるような人間も確保し

ようとしております。以上です。 

 

 本市では、ごみ集積場所にごみを排出することが困難な高齢者の

増加、ごみ集積場所から資源物を持ち去る行為の頻発、分別が十分

になされていないごみの排出など、解決すべき環境問題があります

が、一般廃棄物収集運搬業務受託者として、本市とともに、これら

の課題の解決に向けて、どのように取り組んでいくべきとお考え

か、具体的な例を挙げてご説明をお願いします。 

 

 門真市では、様々な問題があると思われますが、現在行っている

経験上から考えて、まず｢持去る行為(古紙･古布)｣ですが、現在で

は、週１回パトロールをしております。 

 今後は、パトロールを週２回にしたり、強化して、発見した場合

は環境センターや警察に通報･連絡を図って、またその記録を全車

ドライブレコーダーの設置を行おうとしておりますので、ドライブ

レコーダーで通報もすぐにできやすいようにしております。 

 当社、今年の４月に大阪市西成区、一番生活保護とか福祉関係に

色々とある西成区に営業所を開設いたしました。 
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上田(事務局) 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 当社、土地購入して建物を建てて営業を開始したんですけども、

なんのために言ったかというと、私ども、元々はボランティアを念

頭にしている会社で、ある程度利益重視ではなく、人に役立てるよ

うなかたちでは考えをモットーにしている会社なんですけども、 

 

 ５分前です。 

 

 西成区においては、持去り行為が少ないという事に気がつきまし

て。なぜならば、福祉の充実が他の市よりも優れているということ

です。例えば、路上で寝ている人がいたら、その人に話を聞き、市

に連絡をし、今後の相談にのるという流れができております。それ

によって、市と市民との連帯･対話ができておりますので、これを

今後、門真市にも持去る行為、通報するだけじゃなく、その人に話

を聞き、市と連絡して生活が厳しかったら、生活保護の話をしてや

るとか、そういうことを私ども考えております。 

 高齢者が多い問題については、ごみ集積場所まで、困難な場合

は、ちゃんと作業員がサポートする。または、集積場所までごみ出

しが困難な場合は、自宅にて収集の申請するように話をしていく。

そして、その各地域の、独居老人が居ている自治会に連携を図っ

て、市と自治会と私ども収集業務者と、こういった解決を考えてい

こうと思っております。 

 また、地域のヘルパーさんとも、僕らヘルパー業もやっておりま

すので、連帯をとって、ごみの分別が困難な世帯には、ごみへルパ

ーを派遣して、高齢者世帯から出たごみを、お手伝いする、補助者

から処理場に直接持ち込んだ場合には、処理料金を免除するとかい

うのもひとつ、提案していきたいなと思っております。 

 

 はい。ありがとうございました。 

 あと、若干時間がございますが、何か委員の方でご質問はありま

すか。今、これから、バックモニターとかドライブレコーダー等を
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Ｃ者 

 

 

委員長 

 

 

Ｃ者 

 

委員① 

 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全車につける計画をお持ちですが、いざ、事故をおこさない前に対

して非常にいい方法になるのですかね？ 

 

 やっぱり見えないよりは、見えた方がいい。で見ながら、尚且つ

従業員２人でバックすると、これで二重重ねになりますので。 

 

 それを、他の業務の人に携わっている人に見せて、こういう風な

ことはできると。 

 

 できます。 

 

 先ほど、言われた中でパッカー車の運転をすべての人にできるよ

うな方向でということで、その時は、結局免許証が要るわけです

が、そういうものを積極的に支援するようなことをされているとい

うことですか？ 

 

 そうですね。雇う場合は、パッカー車の運転手。当然車にあまり

乗らない人が、いきなり乗れ言うても、難しい話なんで、そこは、

運送業やっていたとか、運転をちゃんしていた会社に勤めていたと

いう方を雇用しています。ただ、マニュアルを乗れないということ

がよくあることなんです。今、１台ディーゼル車で、もう１台マニ

ュアルなんですけども、これを全車両オートマチックに。 

 次回、またコースがとれましたら、全社にオートマチックの車

で、ある程度練習したら乗れるようにしていくというのが念頭で

す。ただ、それでもどうしても、トラックちょっと難しいわとか言

う人それぞれ居ていますのでね。 

 また、免許とか取りたい、普通車でも４ｔまでですので、大型と

かとりたいと言ったら、福利厚生でワーク支援しようかなと考えて

おります。どんどん社員を育てていって、地域活動もしていただき

たい。そういった意味で総合力というのを当社考えております。 
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委員長 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

委員長 

 

樋口(事務局) 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

委員長 

 

 

 

Ｄ者 

 

 

 

 ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。結果につきましては、９月上旬に書面

にて、通知をさせていただきますので、お待ちください。 

 本日は、どうもありがとうございました。 

 

 Ｃ者退出  

 

 Ｄ者を入室させてください。 

 

【Ｄ者を案内、入室】 

 

 はじめに注意事項を申し上げます。 

 プレゼンテーションにつきましては、委員からの質問も含め30分

となります。 

 今回は、委員からの質疑に対し回答するという質疑応答形式で行

います。委員からの質問に対し、すべての質問が終わるよう簡潔に

ご回答ください。 

 残り５分になりましたら、事務局からお知らせを致します。 

 

それでは、宜しくお願いします。 

 

 業務委託を履行するに当たり、手順やノウハウを社員同士で共有

化するために、工夫されてきたこと、又はこれから取り組もうとし

ていることがあれば、具体的に挙げてください。 

 

 これも、色んな経験上あるんですけども。最近、普通ごみの中

に、シュレッダーにかけられている、ごみが目立つようになってき

ているんですね。それを、この投入口から入れて、中の回転盤を回

すことによって、破裂してしまうことがあるんですね。そしたら紙
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委員長 

 

 

Ｄ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員① 

 

 

 

Ｄ者 

ふぶきのようになって、一見かっこよくも見えるんですけども。掃

除が大変でして、もちろん下が濡れているときなんかがあれば。そ

れでクレームがきたこともありました。それから、どうしようとい

うことになりまして。なら、これも簡単に解決しましてね。シュレ

ッダーのごみと丸々分かるんで、ちょっと袋を破るんです。それを

入れて、蓋を閉めるだけです。それで回転盤を回すと破裂している

ような音もしますけども、全然大丈夫ですよ。そんなの誰でも知っ

ているよ。と言うかも分からないですけども、市民がそれを見てい

まして、バーっと寄ってきまして、｢なかなかいいアイデアだね。｣

と褒めてもらったことがあるんで、それは、けっこうみんなに浸透

してやっていますので、市民に褒められている以上、これからも、

それで対応していきたいと思っております。 

 

 １問目はそういうことではなく、例えば、社員同士が共有化とい

う点ではどうですか。 

 

 そこはですね、今、携帯電話のLINEというアプリがあるんですけ

ども、それ、ご存知ですかね？若い子みんなやっているので、その

LINEでグループをつくるんですね。それで、｢ヒヤリハット｣という

言葉で、今日、どんなことがあったとかというのをLINEに書き込む

ことによって、共有することをやっています。これも、だんだんと

投書していく回数が減っていくので、１番よかったのには、金一封

というので、そのへん釣りながら、モチベーションを保ちながらや

っております。 

 

 これまで同業務を履行してきた中で、業務改善について、工夫さ

れてきたこと、あるいは、これから取り組もうとしていることがあ

れば、具体的に説明してください。 

 

 代表的なのが、古紙･古布の収集の時なんですけども。毎週、水
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委員② 

 

 

 

Ｄ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曜日が古紙･古布の収集日でありまして、特に第２水曜日というの

が、コースが長くて、収集量も多いんです。当初１台でずっと工夫

して回わりながら、時間内に収めていたんですけども、去年、門真

市の条例で｢資源ごみ持去り禁止｣ができたんですよ。それから、持

去られない分すごく収集量が増えてしまって、１度、晩の８時まで

かかったことがありまして、えらいお叱りをうけまして、とにかく

明るい間に終わらせろと。なんぼ、若いもんを入れても、無理やと

判断したので、１台回るところを、朝から２台で６人体制で回っ

て、やっと、３時･４時にはちゃんと時間どおりに終わらせること

ができているので、これしか対策がないかなと、回っているコース

中ではと考えておりますので。もし、よその方がやるんだったら、

ちょっとそこは、かわいそうかなという気もしますけども、僕のと

ころにやらせてもらえたら、今までどおり、スムーズに終わらせま

すので。そのへんは任せてください。 

 

 車両火災等に対する安全対策や事故防止等について、今までやっ

てきたこと、そして、これからこういう風にしようというようなこ

とがありましたら、お聞かせください。 

 

 ガスのカセットボンベ･ライター･電池この３点が火事の原因ベス

ト３を占めているんじゃないかと思います。袋の中に入っていると

いうのを、正直探すのとか難しいんですね。｢トントン｣と１回落と

すと変な音がする時とかあるんですね。新聞紙に包んであるとか。

何か怪しいというのが、経験上分かってくるんですね。特にワンル

ームマンションが多い。それと冬場が多い。で、それを取り出した

ら、ビンゴなんですよ。入ってるんですね。それを、取り出して置

いておくんですけども。｢危険なので、お願いします。｣っていう紙

を、まめに貼るしかないんですよ。で、やっぱり伝わるんですか

ね、だんだん減ってきています。あとそれと、ごみ置き場を掃除さ

れている人がいたら、ラッキーなんですよ。この方にお願いした
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委員⑤ 

 

 

 

Ｄ者 

 

 

 

ら、収集車が来るまでに、調べていてくれたりだとか、ものすごく

協力得られることがあって、減っております。それでもやっぱり完

全ではないので、もしもの時は、次、この仕事がとれたら、これを

絶対やろうと。(資料あり)パッカー車のこの部分は、いすゞやら、

日野やらあるんですね、この部分は、特殊な架装なので色んなメー

カーがあるんですけども、モリタエコノスさんが開発したんですけ

ども、｢燃延くん｣ご存知ですかね？これたぶん、あまり知られてい

ないと思うんですけど。単純なんですけども、この間に炭酸ガスボ

ンベを備えるんです。もし火事になると、ボタン１つで、このガス

が噴射します。このパッカー車の中に、シューっと凄い勢いで炭酸

ガスを発射するんですね。それで、完全に消すんではないんですけ

ども、燃えない濃度に下げてしまうんです。ボタン１つです。こ

れ、今、モリタエコノスさんしかないんですよ。これの何がいいか

というと、火事になった場合に、開けてしまう、そして消火器ま

く。そんな場所やったらいいんですけども、やっぱり民家の中とか

多いので、そういう訳にはいかないので、中に燃えた物を閉じ込め

ているので、これもほっておくと、もっと爆発、もっと被害にもな

るので。このボタン、スイッチ１つ。この運転席の背中のボタンを

１つ押すだけで、抑制しながら安全な場所に移動できるんです。そ

こで消防を待つと平均７分というデータがありますので、これは、

10分間バーっとなりますので、これが１番安全かなと思います。 

 

 社員に対する福利厚生や休暇取得率の向上等について、これまで

に取り組んできたこと、又はこれから取り組もうとしていることが

あれば、具体的におっしゃってください。 

 

 ええ会社でも、なんでもないなという気はするんですね。考える

と。社員同士、仲がいいので、いがみ合うことなく、それだけが僕

の自慢というたら自慢なんです。それで、どうやったら居心地よく

会社にずっといてもらえるのかと考えているんですけども、今年、
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委員④ 

 

 

 

Ｄ者 

 

 

 

 

 

 

委員⑥ 

 

 

 

 

 

門真市三ツ島に180坪の土地を買わさしてもらいました。そこに、

年内に、事務所兼倉庫が仕上がる予定です。もちろん洗車場もあり

ますし。この仕事をやるための設計をしています。その中に、もち

ろん今まで休憩所もありましたけれども、広い休憩所と風呂は当然

なんですけども、女性にも働きやすいように、男女別々のトイレに

しています。また、社員が１番希望であった、身体を鍛えるのが好

きな人間が多いので、筋トレルームをつくります。それを、みんな

が喜んでいてくれているということで、これが、福利厚生と言える

のか分からないですけども、みんなの希望を聞きながら、尚且つ、

新しい場所が、クリーンセンターにも、今より近くなるので、いざ

となったら対応も早いんではないかと、色々含めた上でステップア

ップしたかなと思っております。 

 

 インフルエンザ等の感染症などとで、急な欠員が出たりという想

定の中で、人材確保について、これまで取り組んできたこと、又こ

れから取り組もうとしていることがあれば、教えていただきたい。 

 

 ならないにこしたことはないんですけども。もちろん、インフル

エンザの予防注射、破傷風の予防注射とかは、やるんですけども。

やっぱりお腹をこわしたりだとか、例えば、お葬式が入ったとか、

色んなことがありますので、現場責任者である私が常に待機してま

すので、運転でも私できますし、収集でも走り回れますんで、なん

なとクリアーできております。 

 

 本市では、ごみ集積場所にごみを排出することが困難な高齢者の

増加、ごみ集積場所から資源物を持ち去る行為の頻発、分別が十分

になされていないごみの排出など、解決すべき環境問題があります

が、一般廃棄物収集運搬業務受託者として、本市とともに、これら

の課題の解決に向けて、どのように取り組んでいくべきとお考え

か、具体的な例を挙げてご説明をお願いします。 
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委員長 

 

 

 

Ｄ者 

 

 

 

 

 

 確かに、お年寄りだとか、障がいの方で困っている方おられると

おもいます。｢さわやかサポート収集｣というのが、できているみた

いで。それは、前から僕も思っていたんですけども、僕の考えは、

ほんとは、土曜日の休日を返上して、そういう方のために回るとい

う日にちにしてもいいのかな。というのは自分なりに思っていたん

ですけども。みなさんが、それだと土曜日に出てこなあかんやんと

か、僕の会社は、みんな出て来られても。そんなこと思って、なか

なかうまいこといかないな。と思っている最中、そういうことが耳

に入ってきまして、いい事だなと。ただ、階段の５階とか。門真団

地とかあるんですね。ものすごく身体の悪い人は１階に引っ越しを

したりとかはしますけど、まだ５階で足腰ふらふらした、おじいち

ゃん、おばあちゃんが居てるんですね。そんな人のためには、土曜

日、そんな日にしては、どうかな？と個人的な思いはあります。 

 集積場の持去りも、条例ができた時は、確か軽トラックで行政の

方の仕事で見回をやっていたはずなんです。その時は、収集が持っ

て行かれへんように、ちゃんとありましたわ。で、ものすごく効果

があるなと思っていました。毎月やれ言うたらお金もかかりますこ

とやから、半年に１回でも軽トラックで見守りというのを、続けて

いただければ、１番効果あるかなと私は思います。 

 

 作業マニュアルとか手順をして、毎日社員に教育･研修とか、そ

ういうことは今までやられているんですか？マニュアル自体は、あ

るんですかね？ 

 

 何回か、スタッフが変わっているんですね。３人１組だと、なん

ぼ仕事ができても、人間関係で辞めてしまう人間もやっぱり居てる

んですね。その都度、教える時に、責任者に上手に教えさすんです

けども、やっぱり効果的なのが、動画･ビデオ。実際のビデオを撮

っているんですね。それをまず見せて、ある程度現場に出る前には

教育しております。それが、１番いい感じに。スタッフもそれでお
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委員長 

 

Ｄ者 

 

委員長 

 

Ｄ者 

 

委員長 

 

Ｄ者 

 

 

 

 

 

 

委員① 

 

 

Ｄ者 

 

 

さまりましたし、辞めることなく、偉そうにものを言い合うことも

ないので。でも、さっきちょっと、仲がいいのが自慢や言うてたの

は矛盾しますけど。でもやっぱり、３人１組というのは色々あるみ

たいですね。なんで辞めるや。と話を聞きながら、これではいかん

なと。口でものを教えるんじゃなしに、まず先に動画を見せてか

ら、手順を見させしてからということでやっておりますけど。 

 

 収集車に今、ドライブレコーダーとかは付けてあるんですか？ 

 

 ドライブレコーダーは付けていないです。 

 

 そうですか。動画とか別途？ 

 

 撮っているんです。軽トラックで後ろからついて行って。 

 

 あ。そうですか。 

 

 新人は、まずそれを見せて、今度、僕の軽トラックの横に乗せる

んです。で、実際、収集車の後ろについて行ったりして、見さすん

ですね。それが、丁寧に教えていくということで、スタッフがなん

となく納得してくれて、喜んでいるんじゃないですけども。覚えが

早いんですかね、そのスタッフも。そんな感じで教育しております

けど。何かいいことがあれば取り入れたいと思います。 

 

 福利厚生の方で、勤続年数が何年の人は、有給休暇が何日という

のは決まっている？ 

 

 僕のところは、１年ずっと続けたら、ある程度、すきな時に休ん

でいいよと言うているんですね。それというのも、限定がありまし

て。もちろん僕がそれを穴埋めするので、子どもの運動会だとか、
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Ｄ者 

 

 

 

 

 

 

 

委員④ 

 

 

 

 

 

 

Ｄ者 

 

 

 

 

前もってわかるのは、僕も予定あけるんですけども、僕が必ず穴埋

めしているので、忙しい時は、堪忍してくれないかな。とお願いは

しております。やっぱり、みんなそれなりに、遠慮しもってやって

いるかもしれないです。半分我慢しているかも分からないです。も

う少し吐き出させなあかんかもしれません。そこは反省点です。 

 

 先ほど、ビデオで見さしてというのがありましたが、月に１回と

か週に１回とか、業務に対して、教育的なこととか、教訓とか何か

マニュアルとかを使ってするというのは、あるのですか？ 

 

 やっぱり、僕は、現場の声を大事にしてまして、さっき言いまし

た、LINEのこと、もちろんそれを見た上で、昼のご飯の時に、必ず

みんな一緒になるので、ご飯の時ぐらい黙っといてやって、みんな

思っているかも分からないですけども、それが、チャンスなんで

ね、危ないことがあったら、すぐ、昼ごはんの時にいうのが、１番

みんな言いたいことも言えるので、１番効果的かなと思うので、そ

れで、やっております。 

 

 災害時の対応なんですけど、色んなケースが考えられると思うん

ですけど。水があふれた時とか地震の時とか。その時に職員の人

が、集まれるかとか、市内どういうふうに入っていくかとか。色ん

なケースが考えられるんですけども、何かそういった災害時の対応

で、こんな場合はこうしてね。とシミュレーションとか考えておら

れることはありますか？ 

 

 阪神大震災と、熊本の時に、実際にボランティアで行っている人

間がいるんです。なので、話を色々聞いたり、僕らも実際、阪神大

震災の時に出動していますので、道路がどんなんなっている。橋が

落ちているとか、見てきているので、一応バイクで先に色々偵察し

てから、それから連絡を取り合って、今はこう行ったらいい、ああ
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委員長 

 

委員⑤ 

 

 

Ｄ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

委員① 

 

行ったらいい。という指示ができるのかなと思っています。天然ガ

ス車を使っていたんですけど、燃料というのが困るというのがあり

まして、そんな時のために、ディーゼル車をいれました。 

 

 その他、何かありますか？ 

 

 日常で、作業をする中で、社員の事故防止にために、気をつけて

実際にやっておられることとかは？ 

 

 簡単にいうたら、安全靴･マスク･帽子ね、これ絶対にしなあかん

と思っています。よその会社もやっているんでね。はじめ、みんな

帽子は嫌や。てなっていたんですけども。今、ピシーとなっている

のを見たら、かっこいいやろと、いいところ真似しようやというこ

とで帽子もすすめています。後は、手袋を必ずやると。それと、ご

みの入れ方ですよね。ごみの汁が飛ぶんですよね。それが、顔にか

かったとか、初めの頃は多々おりまして。そういったことも気をつ

けながら、ごみが飛ぶ、汁も飛ぶ、ガラスの破片がもし入っていた

ら飛ぶ、プラッスチックも飛ぶ。そこに、商店街なんか行くと、自

転車や、歩いている人が近くを通るんですね。今では、余裕ができ

ているので、周りに目を配りながら、作業できる落ち着いた対応が

できていると、僕が見ていてもそう思うので、そのへんは、自信

満々でございます。 

 これだけは、気をつけています。ごみ収集の作業員が右から、ツ

っとからだを出すときに、凄いとばして、ギリギリにくる車がいて

るんですけども、そこは、まず顔を出してと。徹底しております。 

 

 ５分前です。 

 

 先ほど、車両火災のことで、将来は炭酸ガスということで、現状

はどのようにされているんですか？火災に対しては。 
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Ｄ者 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 火災は、マニュアルの消火器を積んでるぐらいです。消火器の練

習とか。緊急の時は、消防に電話するとかいう紙を室内に貼ってい

るとか。そういう対処はしております。でも、いつ、ほんとうに、

爆発事故とか起きるか分からないんで。東京では３日に１回ぐらい

１件あると言われているんで、いつ起きてもおかしくないので。中

にはマナーがよくなっていっていますけど、まだあるんでね。今、

インターネットとか流れていますので、燃えたところとか。あんな

の見たら怖いし、みんなにも見せています。ただ、さっきの、40万

円位で付けれるので、それで二次災害が防げて、みんなの命助けら

れるのであれば、安いもんです。それを、モリタエコノスさんと約

束しましたんで、とにかくお願いします。 

 

 その他、何かありますでしょうか？ 

 

 ありがとうございました。結果につきましては、９月上旬に書面

にて、通知をさせていただきますので、お待ちください。 

 本日は、どうもありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。 

 

 Ｄ者退出  

 

 皆さまお疲れ様でした。ここで30分間の休憩とします。 

事務局はプレゼンテーションの結果を集計してください。 

 

 休 憩  

 

 それでは、プレゼンテーション評価の結果を事務局から発表して

ください。 
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委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい。Ａ者からＤ者まで順に発表いたします。 

 Ａ者のプレゼンテーション評価点は、｢120点｣ 

 Ｂ者のプレゼンテーション評価点は、｢92.5点｣ 

 Ｃ者のプレゼンテーション評価点は、｢77.5点｣ 

 Ｄ者のプレゼンテーション評価点は、｢60点｣となりました。 

以上です。 

 

 ありがとうございます。今の説明で、質問やご意見はあります

か。それでは、入札結果の報告と入札価格点について、事務局より

お願いします。 

 

 それでは、報告いたします。 

 (10)について、３者の入札がありました。 

･第１位は、Ｄ者の194,407,365円 

･第２位は、Ａ者の219,600,000円 

･第３位は、Ｃ者の220,837,353円 

 これを価格評価点計算式に当てはめて算定しますと、 

･Ｄ者の価格評価点は70点、 

･Ａ者の価格評価点は61.97点、 

･Ｃ者の価格評価点は61.622点となります。 

 (11)について、３者の入札がありました。 

･第１位は、Ｄ者の129,607,365円 

･第２位は、Ｃ者の147,224,902円 

･第３位は、Ａ者の168,000,000円 

 これを価格評価点計算式に当てはめて算定しますと、 

･Ｄ者の価格評価点は70点、 

･Ｃ者の価格評価点は61.624点、 

･Ａ者の価格評価点は54.003点となります。 

 (12)について、４者の入札がありました。 

･第１位は、Ｄ者の136,087,365円 
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上田(事務局) 

 

 

･第２位は、Ｃ者の156,072,867円 

･第３位は、Ｂ者の175,215,637円 

･第４位は、Ａ者の182,700,000円 

 これを価格評価点計算式に当てはめて算定しますと、 

･Ｄ者の価格評価点は70点、 

･Ｃ者の価格評価点は61.036点、 

･Ｂ者の価格評価点は54.368点、 

･Ａ者の価格評価点は52.141点となります。 

以上です。 

 

 ありがとうございます。 

最後に、集計結果を事務局よりお願いします。 

 

 はい。(10)について申し上げます。 

･第１位は、209.970点を獲得しましたＡ者です。 

･第２位は、161.122点を獲得しましたＣ者です。 

･第３位は、154点を獲得しましたＤ者です。 

 

 ありがとうございます。 

 事務局からの報告の通り、第１位となりましたＡ者を(10)の優先

交渉権者と決定して宜しいでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり。） 

 

 それでは、(10)の優先交渉権者をＡ者に決定します。 

 次の発表を、事務局よりお願いします。 

 

 はい。(11)について申し上げます。 

･第１位は、202.003点を獲得しましたＡ者です。 

･第２位は、161.124点を獲得しましたＣ者です。 
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･第３位は、154点を獲得しましたＤ者です。 

 

 ありがとうございます。 

 事務局からの報告の通り、第１位となりましたＡ者を(11)の優先

交渉権者と決定して宜しいでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり。） 

 

それでは、(11)の優先交渉権者をＡ者に決定します。 

 次の発表を、事務局よりお願いします。 

 

 はい。(12)について申し上げます。 

 先程の(11)の優先交渉権者が決定した結果、Ａ者の合計契約数

が、２契約となることから、(12)の優先交渉権者となることができ

なくなりましたことをご報告いたします。 

･第１位は、160.536点を獲得しましたＣ者です。 

･第２位は、158.868点を獲得しましたＢ者です。 

･第３位は、154点を獲得しましたＤ者です。 

 

 ありがとうございます。 

 事務局からの報告の通り、第１位となりましたＣ者を(12)の優先

交渉権者と決定して宜しいでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり。） 

 

それでは、(12)の優先交渉権者をＣ者に決定します。 

 

 これで全ての優先交渉権者を決定しました。一般ごみ等収集業務

委託(10)(11)(12)に係る総合評価一般競争入札の結果につきまし

て、市長に報告いたしますので、委員の皆さま、報告書へ署名をし
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委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

ていただきますようお願いいたします。 

 

 各委員署名  

 

 皆さま、お疲れ様でした。 

 最後に、次第の２、｢その他｣について、事務局より説明してくだ

さい。 

 

 はい。今後の予定につきまして、ご報告いたします。 

 現在、来年度末までに契約期間満了を迎える契約が存在しないこ

とから、今回で任期満了となる見込みでございます。 

 選定にあたり、ご尽力賜り、誠にありがとうございました。 

 今後とも本市環境行政にご指導くださいますよう、宜しくお願い

いたします。事務局からは、以上です。 

 

 ありがとうございます。 

 ほかに、ご意見等がなければ、第２回委員会を閉会したいと思い

ますが、いかがですか。それでは、平成29年度第２回門真市廃棄物

処理業務委託事業者選定委員会を閉会します。お疲れ様でした。 

 


